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１ はじめに

アンケート調査１）に基づいた小学校の先生方を対象とする「理科学習で指導が難しいと感じると

ころを解決する試み」が最終年度を迎えた。３年目は昨年の社会情勢の大きな変化の一つであるコ

ロナ対応の経験を踏まえ，早めに実施校の調整を行うことで研修実施を目指した。研修計画は先が

見えなかった昨年度とは異なり，夏休みの後半に２つの学校で実施することとし，秋に１つの学校

で研究を実施することを夏休み前には計画を立て調整を行っていた。しかしその目論見はお盆明け

８月後半の全国的に発令されたまん延防止等重点措置の適用により呆気なく破綻し修正を余儀な

くされた。そのような状況でも大崎教育委員会の調整を担当してくれた先生方および講師として実

施担当を担うお二人の先生方の協力で何とか合計３回の教員研修を行うことが叶った。

参加校は，西古川小学校・志田小学校・東大崎小学校・高倉小学校・敷玉小学校・古川第四小学

校の合計６校に及び，参加した 50 名を超える先生方に大変満足頂き実りある研修となった。 
令和３年（2021）年度の教員研修の分析では、①「理科の指導意識の改善（理科の指導が得意な

方向へと意識が変容した方の増減）」，②「理科実験への意識改善（理科の実験・観察に関する指

導が得意な方向へと意識が変容した方の増減）」，③「理科の学習を深めるために重要なことに関

心を持つ方の増減」（表１）の３つのカテゴリーにおいて統計処理による分析から，研修を体験す

ることにより改善が認めることができた。

速報として，総じて３年間の理科教育に関わる本研修はプラスの効果を統計的に証明することが

できたことを表明する。そして３年間の長きに渡り本研修を支えていただいた公益財団法人中谷医

工計測技術振興財団の助成に感謝し，先生方はもちろん将来を担う子供たちへの授業を通しての還

元が浸透することを期待する。

表１



２ 事前に行った先生アンケート結果に基づいた研修の試み

２－１ 大崎市立西古川小学校での理科実験教員研修

令和５年４月に小学校４校（西古川小，志田小，東大崎小，高倉小）と１つの中学校（古川西中）

が統合され義務教育小中一貫校となる。統合予定の小学校４校から多くの先生方が西古川小学校に

集まり研修に参加する予定であったが，新型コロナウイルス感染症(COVID‑19)の急拡大により，ホ

スト校である西古川小学校以外の３校からは代表者１名のみの派遣に縮小された。８月 19 日の実

施予定に対して宮城県では「まん延防止等重点措置」が８月 20 日に適用され研修の開催が危ぶま

れたが，西古川小学校校長の千葉和幸校長先生を中心とした手厚い対応があった。その甲斐もあり

緊急の対応を余儀なくされながらも参加してくれた近隣３校から来た代表の先生方は熱心に研修

に参加していただいた。

昨年までの実績をもとに，アンケート結果か

らあぶり出された先生方の指導がしづらいと

ころを中心に，昨年度も担当いただいた利府町

立利府第二小学校教頭先生である成田智哉先

生をお招きして研修を実施した。

アンケート調査に基づく改善事項に加え，成

田先生独自に教材開発や授業提案を行ってき

た「理科の授業づくり」の一環である「じしゃ

くにつけよう」「チョウを育てよう」なども織

り交ぜて大変アグレッシブな研修会の講師を

担当していただいた。

  図１

図１はまん延防止等重点措置の適用により長机１台に１人の配置で研修を行っている様子。

２－２ 大崎市立敷玉小学校での理科実験教員研修

敷玉小学校は各学年の児童数が２０名前後のア

ットホームな小学校である。自然環境に恵まれた

学校で佐藤伸校長先生をはじめ，先生方はとても

温かく熱心に理科実験教員研修に取り組んでいた

だいた。

西古川小学校での研修に引き続き，講師は利府

町立利府第二小学校の成田智哉先生が担当した。

成田先生は，いつどこで研修を行ってもその人柄

から大変パワフルで引き込まれるお話と様々な目

新しい教材を披露してくれ，参加された多くの先

生に対し子供たちの目線を意識しながら理科授業

や理科学習の深まりを体験させてくれる。

  図２

図２は成田智哉先生の研修風景の一コマで，今年度制作した成果発表ビデオからの抜粋。

２－３ 大崎市立古川第四小学校での理科実験教員研修



今年度最後となった３回目の研修は、古川第四小学校で 12 月 14 日に無事に行われた。当初８月

20 日に予定されていたものがコロナ禍で延期となっていた。宮城教育大学附属小学校の渡部智喜

先生に今年度最終回を含め３年連続で合計６回の講師を担当いただいた。尚，４０名程度の先生方

が研修できそして密にならないことを考慮して

体育館で理科研修を実施された。体育館での準

備には佐々木智美校長先生のリーダーシップの

もと大変貴重な体験を経験させていただいた。

渡部先生は子どもたちに「？（はてな）」の

気持ちを抱かせて解決に結びつくための理科の

授業づくりや教材開発と提示方法などについて

大変分かりやすい研修を毎回行ってくれる。３

年間に渡り大崎市の小学校の先生方に理科の授

業方法を丁寧で分かりやすく，また授業実践で

すぐに活用できるようにご教授いただいた。

 図３

図３は渡部智喜先生の研修風景の一コマで，今年度制作した成果発表ビデオからの抜粋。

３ まとめ 

本研修にあたり，事前調査で図４に示

すようなことが明らかになり，採択いた

だいた３年間で実際に理科実験教員研

修を実施して，より実感を伴って理科の

研修が大事である印象を強くした。冒頭

に示した教員研修の分析から，研修によ

るプラスの効果が明らかとなっている。

本成果は３年分をまとめて論文として

公表する予定である。

図４

図４は本研修を遂行するきっかけとなった事前調査から明らかとなった事柄。
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図５

令和３年（2021）12 月 26 日の成果発表会で発表したポスターで３年分の活動を記してある。 
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